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原 著

In vitroにおける糖タンパク質とフッ化物配合歯磨剤が
人工的ウシエナメル質初期脱灰の再石灰化に与える影響

酒井 怜子 川崎 弘二＊ 神原 正樹＊

概要：唾液糖タンパク質であるムチンの存在下において，フッ化物がエナメル質初期う蝕の再石灰化に及ぼす影響を明
らかにするため，QLF法を用いて検討した．脱灰溶液に 48，96 時間浸漬して作製した初期脱灰試料をムチン非添加および
3種類の異なる濃度（0.29 mg�ml，0.87 mg�ml，2.70 mg�ml）になるようにムチンを添加した再石灰化溶液に 28 日間浸漬
した．2種類の脱灰程度の初期脱灰試料のうち，それぞれ半分の初期脱灰試料に対して，フッ化物配合歯磨剤処理を行った．
フッ化物配合歯磨剤処理は，フッ化物配合歯磨剤を 4倍に希釈したフッ化物配合歯磨剤溶液に 1日 3回 5分間初期脱灰試
料を作用させた．その結果，フッ化物配合歯磨剤処理を行わなかった場合，48，96 時間脱灰試料ともに再石灰化溶液中の
ムチンの濃度が高くなるに従って再石灰化の程度は低くなった．フッ化物配合歯磨剤処理を行うと 48，96 時間脱灰試料と
もに 0.87 mg�mlまでのムチンの存在下においては高い再石灰化が観察された．また，フッ化物配合歯磨剤処理を行っても
48，96 時間脱灰試料ともに 2.70 mg�mlのムチンを添加した場合においてはほとんど再石灰化しなかった．このように，再
石灰化の程度はムチンの濃度に依存することから，ムチンはエナメル質の再石灰化現象をコントロールしていることが明
らかとなった．
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緒 言

唾液が口腔の軟組織および硬組織の保護に対して重要
な役割をもつことはよく知られている1）．唾液中には無
機成分である重炭酸イオン，リン酸イオン，カルシウム
イオン，さらに有機成分であるタンパク質，脂質などが
含まれており2，3），唾液タンパク質はエナメル質表面に吸
着してペリクルを形成し，緩衝作用のほか抗菌作用を示
すことが知られている3―7）．さらにペリクルの主な構成成
分であるムチン，高プロリン糖タンパク質，スタセリン，
ヒスタチンなどはエナメル質の脱灰・再石灰化に影響を
及ぼすと考えられている4―6）．これらのタンパク質のう
ち，ムチンは非刺激唾液中における唾液総タンパク質中
に約 7～26％の割合で存在している7）．ムチンには構造
上および機能的に異なる分子と考えられている高分子量
ムチン糖タンパク（MG 1）と低分子量ムチン糖タンパク
（MG 2）とよばれる 2種類のムチンが存在し8―10），MG 1

が存在するペリクルはエナメル質の脱灰に影響を及ぼす
と考えられており，Amerongen ら10）は舌下腺および顎下
腺唾液を用いて形成したペリクルによりエナメル質の脱
灰が 80％以上抑制され，ムチンを分離して同様の実験を
行うと，脱灰の抑制は 30％程度にすぎなかったことを報
告している．一方，プロリンリッチ糖タンパク質および
スタセリンは，エナメル質に対して再石灰化を促進する
といわれている1）．このように，エナメル質の脱灰・再石
灰化過程にはさまざまなタンパク質が関与するが，再石
灰化過程への寄与については十分な情報が得られていな
いのが現状である．
一方，エナメル質初期う蝕の再石灰化に対するフッ化

物の作用は数多くの研究で検討されており，高頻度に低
濃度フッ化物を応用することがエナメル質初期う蝕の再
石灰化に対して最も効果的であると結論づけられてい
る11）．また，酸性フッ素リン酸溶液（APF）によるフッ化
物歯面塗布とフッ化物配合歯磨剤（F配合歯磨剤）を併用
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